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モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（２４）



大正大学モンゴル佛典研究会



序文（年度）



 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉以下のローマ字転写、

翻訳、注釈を提示する。

 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。

 阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリヤ（本研究会研究員）、茨木智

志（上越教育大学教授）、ウルジージャルガル（新潟産業大学）、エルデニバー

トル（内モンゴル大学副教授）、エルデニバヤル（内モンゴル大学教授）、オーダ

ム（中央民族大学）、片桐尚（内モンゴル大学客員教授）、窪田新一（大正大学教

授）、新藤篤史（大正大学講師）、高橋宏之（埼玉県富士見市立水子貝塚資料館）、

バイカル（桜美林大学准教授）、藤本良子（本研究会研究員）、三浦順子（本研究

会研究員）、満永葉子（本研究会研究員）、宮本正彦（本研究会研究員）、梅花

（内モンゴル大学教授）、山口勝弘（本研究会研究員）。



   一 凡例

・原文の「葉」および「行」の表示方法について

   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、葉７行はと

表示する。

・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを

基本として、を、をと転写するアルガリ表記を考慮す

るなど若干の変更を加えてある。

・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的

に修正した。

〔共同研究〕
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・略記：チベット語テキスト
橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 

行会、昭和 15年 

フート本： （著）（編） 

  

        

青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年 12月 

 

翻訳 

橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 

昭和 15年 

フート訳：（著）（訳） 





テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳） 

МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ

УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始噶居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 

天津古籍出版社、1990年 12月 
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(1)  
(2)  
(3)  
(4)  
(5) aganista（アガニスタ天） （アカニシュタ、色究竟天）
(6)  
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 （ダライ・ラマ５世は）お出でになった。また、彼の５世勝主は、

 第のラプチューンの丁巳の年（年）に、チベットのシンゴ・ジャンの

 領主チョクト・フィス・ドゥバの家臣、インドの多くの尊敬を集めた一族

 ザーホルの子孫で、父は人々の主ダードゥル・リブダン侯で、

 母はクンガ・ハーズス正王妃の息子として生まれた、虹の 

 光のゲルと花の雨が降ったと明白に認識することができ、生まれた

 時には、聖ツォンカパの面影がみえたといわれた。６歳の

 時、大寺院円満吉祥デプン全方勝

 寺に招かれた。地上の第２アガニスタ天であるガンダン宮殿の黄金

 座所に、足の蓮華をおいたので、自方者たち

 が喜び、称讃の太鼓を響かせた。８歳の時、

































                                                      
(1) 橋本本にとある。 
(2) 佛教信者 
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(1)  
(2) 橋本本にはblo bzang chos kyi rgyal mtshanとある。 
(3) Skt.  
(4)  
(5) 左にと書き込みがある。橋本本にはdkon mchog chos ’phelとある。 
(6)  
(7)  
(8) 橋本本にはpha bong khab rji dpal ’byor lhun grubとある。 
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(1)  
(2) 橋本本にはblo bzang chos kyi rgyal mtshanとある。 
(3) Skt.  
(4)  
(5) 左にと書き込みがある。橋本本にはdkon mchog chos ’phelとある。 
(6)  
(7)  
(8) 橋本本にはpha bong khab rji dpal ’byor lhun grubとある。 
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 閻浮提の聖人すべての頭飾を、一切智者パンチェン・

 ロプサン・チョルジ・ジャルサンより戒をお受けになり、戒律

 の教えの甘露は、根本をよく満たしめたので、勝者の

 教法を輝く太陽となした。歳の時、第のラプチューンの 

 初めの丁卯の年（年）、極めて重要な教義の説法者である

 宝座者ゴンチグチョイバルが、供養を初めて行い、５つの

 大きな困難に対し、専心して学ぶ様相をみせた。その後、歳

 より、ファー・ボン・カとバルジョル・ルントブなど多くの賢者の

 傍らで、多くの経、真言そして新旧秘密真言などの

 灌頂、また、阿含、指南、奥義を聴聞した。大小の寺院の

 ラマ、弟子たちすべてが、聴く、感じる、瞑想する、また説法聴聞すること

を

































                                                      
(1) パンチェン・ラマ１世 
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(1)  
(2)  
(3)  
(4) Skt.  
(5) 橋本本にはblo bzang chos kyi rgyal mtshan dpal bzang poとある。 
(6)  
(7)  
(8)  
(9)  
(10)  
(11) Skt.  
(12)  
(13)  
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 大いに奨励した。一つひとつの教義を知る賢者はもちろん、

 さらに、極めて良きお言葉に、意識的に享受をする者や、多くの賢者たち

が、

 閻浮提に普く広がった。よって、その後一切智者パンチェン・ロプサン・チ

ョルジ・

 ジャルサン・バルツァンボを師とし、具足戒と比丘の入れ物を

 受けて、完全円満なる勝者教法の力をもつ主となった。

 その後歳（年）まで、教法衆生の利益を大いに

 行った。特に皇帝（順治帝）がお招きになったのに従って、

 歳の時、辛卯の年（年）に、北京城の方に馬を進め

 て、壬辰の年（年）に、聖文殊菩薩（の化身）と地上の大梵天と

 （すなわち）ラマと施主が顔を合わせ、恭敬し合い、勝
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(1) 橋本本には’gro mgon ’phags paとある。 
(2) Skt.  
(3)  
(4) Skt.  
(5)  
(6)  
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(1) 橋本本には’gro mgon ’phags paとある。 
(2) Skt.  
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(4) Skt.  
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 者（ダライ・ラマ）を教主として仰ぎ、衆生の怙主

 パクパと同じ持金剛などと印章を献じた。毎日

 信者たちが大地の強大さと同じほど、大説

 法を按手灌頂を行なうことで、衆生全てが兜卒天に

 生まれる因縁を結び、再びウー地方に向かって 

 出発した。その皇帝（順治帝）は、内密にパンチェン・リンポチェを上人と

なし、大いに

 布施を行い、多くの寺院を建立し、僧伽部を建立をするなど

 よりはじめて、無垢のシャカの教法に恭敬の

 布施を特別に行った。人々すべてをも知恵あるものと

 なした時、美名は地上すべてを覆った。

 その息子はあらゆる吉祥と威光を円満したので、過去の傲慢なる

































                                                      
(1) 聖祖康煕帝 
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(1) 聖祖康煕帝 
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(1)  
(2)  
(3)  
(4)  
(5) 左にと書き込みがある。 
(6)  
(7) 左にと書き込みがある。 
(8) 左にと書き込みがある。 
(9)  
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 地主たちの多くの庇護を停止し、慈悲の

 力の歩みを、辺境の小王たちの頭飾に

 休息させた。大主文殊菩薩真実聖祖康煕

 帝は、僧伽部を多く建立し、身口意の 

 信仰を無数に打ち立て、宝座者アグワン・ロドイ・

 ジャムソと章嘉一切智者アグワン・ロプサン・チョイデン、

 ドガン・リンポチェ、アグワン・チョイジ・ジャムソなど多くのすぐれた

 賢

 者をそれぞれの所よりお招きし、教法を弘通せしめた。 



 その時、宝座アグワン・ロドイ・ジャムソは、聖大

 自性のお生まれになった所、ツォンカパと称される、その地

































                                                      
(1) 橋本本には （ツォンカ‐地名）とある。 
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(1) Skt. 
(2) 橋本本にはdmigs brtse maとある。 
(3) Skt. （ダラニ真言） 
(4) 左にと書き込みがある。 
(5)  
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 の近く、ミニャクの地、ラ・ディンにおいて、乙亥年（年）、父タス

チョス・ジダルと

 母ジモン・ジャル２人の息子としてお生まれになった。幼い時より、煩悩

 の

 外の力に進んだ凡人たちの性質と同じではないことは

 言うまでもなく、恐怖を感じるようになるなどの時、メグセムと

 持金剛のダラニ真言を招き、佛陀とラマに祈願をなした。

 ７歳の時（年）に、（母方の）おじの医者、ジャンバ・ジャムソより

帰依発信の

 方法と憤怒黒母の灌頂の儀規を円満し、

 従い持するなどより、最初の秘密ダラニの門に入った。

 最上の智の力がはなはだ大なるため、幼い時からも

 文字などを困難なくおできになった。歳の時に、法主

 ノモンハンを師となして出家となった。辰年（年）に、五世大勝

 主（ダライ・ラマ５世）が文殊皇帝（世祖順治帝）のところに赴かれる時

に、道中、



















                                                      
(1) （祈り）、参照。
(2) 橋本訳（p.278, l.5~6）では「文殊皇帝（聖祖）」となっているが、聖祖康煕帝（1654~1722）は
在位 1661~1722 であり、辰年（1652 年）には皇帝ではない。岡田英弘訳注『蒙古源流』（p.399）
では、順治帝（1638~1661. 在位 1643~1661）が 1652 年にダライ・ラマに会っている記載がある
ため、上記のようにした。 



（16）  

 

16 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





                                                      
(1)  
(2)  （戒） 
(3) （戒律） 
(4) 橋本本には rjes gnang（允許）とある。 
(5) 橋本本には lung（予言）とある。 
(6)  
(7)  
(8) 橋本本には rgyud grwa tshang（秘密学部）とある。左にとある。
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(1)  
(2)  （戒） 
(3) （戒律） 
(4) 橋本本には rjes gnang（允許）とある。 
(5) 橋本本には lung（予言）とある。 
(6)  
(7)  
(8) 橋本本には rgyud grwa tshang（秘密学部）とある。左にとある。
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 お会いして、百の善い贈り物を奉り、御教えの甘露を味わった。その年、

 ウー（衛）の方に旅立った。月にタシルンポ（寺）に赴かれ、

 一切智者パンチェン・ロプサン・チョイジ・ジャルサン・ゲゲン（パンチ

ェン・ラマ１世）により、優婆塞から

 沙弥までの戒律を得て、允許と予言を多く聴いた。

 その後、具足吉祥デプン大寺に向かい、タシ・ゴマンの

 学堂に入り、科学を講義する者の権威、主ゴマン・ティンレー・

 ルンルブから、科学の門を開く因明解決の摂類学の

 祝いの宴を初めて味わった。５世大勝主（ダライ・ラマ）

 など多くのラマたちから、多くの説法を得た。歳の時に、

 一切智者パンチェン・ロプサン・チョイジ・ジャルサンを師となして、具

足戒を

 行って、歳の時に、秘密学堂に入った。その年の
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(1) Skt. （善）（処） 
(2) 左にと書き込みがある。 
(3) 左にと書き込みがある。 
(4)  
(5) 左にと書き込みがある。 
(6)  
(7)  
(8)  
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(1) Skt. （善）（処） 
(2) 左にと書き込みがある。 
(3) 左にと書き込みがある。 
(4)  
(5) 左にと書き込みがある。 
(6)  
(7)  
(8)  
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 月にデヤン学堂の法座の上席に坐した。

 歳の時、ゴマン学堂の席に赴かれた。その後、下の秘密学堂で

 のラマの席に坐した。そして、ガンダン（寺）のジャンズーの席に赴かれ

た。

 歳の癸戌年（年）中秋の月（８月）の日に

 ガンダン勝者大院において、三界の法王大ツォンカパの

 高い黄金の席において、御足を置いた。その後、文殊

 聖帝康煕エンフ・アムガラン・ハーンは、「この地方へ、教法と衆生に確

 かな

 利益となる１人のラマを送られたい」と一切智者ダライ・ラマの

 師のもとに文書をつかわし、その時、第５世一切智者は

 他国に赴かれたことを秘密とした、まさにその時期であったので、ダラ

イ・ラマの

 御言葉という法旨が来たことを、ラマの御言葉そのものと推察し、





























                                                      
(1) 橋本本には とある。  

 

 

19 
 

 月にデヤン学堂の法座の上席に坐した。

 歳の時、ゴマン学堂の席に赴かれた。その後、下の秘密学堂で

 のラマの席に坐した。そして、ガンダン（寺）のジャンズーの席に赴かれ
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 利益となる１人のラマを送られたい」と一切智者ダライ・ラマの

 師のもとに文書をつかわし、その時、第５世一切智者は

 他国に赴かれたことを秘密とした、まさにその時期であったので、ダラ

イ・ラマの

 御言葉という法旨が来たことを、ラマの御言葉そのものと推察し、





























                                                      
(1) 橋本本には とある。  
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(1)  
(2)  
(3)  
(4)  
(5) 橋本本には jang ye harとある。 
(6) 橋本本には thar mo mtshoとある。 
(7) （くちばし。暦月の名。宿のひとつ。）橋本本には（くちばし。
宿月。蔵暦月。）とある。 
(8)  
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 拝受した。丁卯の年（年）に、（アグワン・ロドイ・ジャムソは）馬

の手綱を動かし、上

 帝（康煕帝）とお会いして、供物と恭敬が益々弘通し、

 大いに賞讃された。その後、漢地、モンゴルとアムド地方の

 多くの人々に正法の運分を多いに授けたこと

 により不可思議なる恩恵となった。



完全円満なる教法の偉大な主

 ジャンジャ・リンポチェ・アグワン・ロプサン・チョイデン・バルサンボ

は、下アムドの

 ツォンカの村、イ・ゲという所に属するタチュクという名の

 街において、父ジャン・イ・ハル、母タルモ・ツォの２人の息子として

 壬午の年（年）の月（チベット暦）の日の夜、お生まれになった。

 お胎の中に入った時、母の夢に日輪を地より得る
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 など不思議な瑞兆の夢が多く現れた。その後、（前世と）符合する品物な

 ど

 によって育ち、数年たった時に、昔の住所に従って

 思い出す力によって、「私はジャンジャ・ラマである。私の弟子たちと

 三依所はこれこれである」という御言葉を明らかにおっしゃった時、

 父母２人は、転生者たちの規則を聞いておらず、また

 知らずにいたので、信じて、「そのように言ってはいけない」と禁じたの

で、何も言葉を

 発しない様子を見せて、唖のようになってしまった。その後、父

 母２人は心穏やかならず、言葉を話せるようにする方法と祈祷を

 行ったけれども効果がなかった。（そこで）その身を転じて優婆塞となし

て、名前を 

 ゲンデンジャブと名付けたので、次第に話せるようになった。パンチェ

ン・リンポチェ師

 は「チョイジ・ラクバ・オドセルの転生に間違いがない」と明らかに御言

葉の源（宝語）を授けた。

 その後５歳の時、ゴンルン寺の一般及び
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(1) 橋本本にはとある。 
(2) 橋本本には thang ring thar pa glingとある。 
(3) 左にと書き込みがある。 
(4) 左にと書き込みがある。 
(5)  
(6) 橋本本には chos spyod（法行）とある。 
(7)  
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 特別主管人ジャンジャ師、弟子たちとともにタンリン・タルバ・リン

 寺にお招きし、住まわせた。ダンマ・ロブジン・チュルテム・ジャムソと座

主

 ポンソグ・サンボーという名の２人の傍で、出家した時、名前をテンジ

ン・レグシド・

 ジャムソと称された。その後、キャーティ・ラブジャンバという人を師と

なし、信心を起こし、

 読経を学んだところ、困難なく成しとげ、法行の類を

 すべて暗記し、覚えたのである。９歳の時（年）、大寺院ゴンルン・

チャンバ・

 リンに招かれ赴いた。歳の時（年）第５世大勝主（ダライ・ラマ）が

 皇宮北京城に赴く途中において、お会いし、優婆塞と

 出家の戒を受けて、大慈者の允許をも聴いた。その後、

 ゴンルンの主持タルポ・タシ・ジャルサンの傍で、決定の道

 光明と般若の主要な部分を聴聞し、それらの主要な意味を
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(1) 橋本本には （沙弥）とある。 
(2) 橋本本にはngag dbang blo bzang chos ldanとある。 
(3)  
(4)  
(5) 橋本本にはdpon slob（師と弟子）とある。 
(6) 橋本本には’phrin las lhun grub paとある。 
(7)  
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(1) 橋本本には （沙弥）とある。 
(2) 橋本本にはngag dbang blo bzang chos ldanとある。 
(3)  
(4)  
(5) 橋本本にはdpon slob（師と弟子）とある。 
(6) 橋本本には’phrin las lhun grub paとある。 
(7)  
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(1) 橋本本には （沙弥）とある。 
(2) 橋本本にはngag dbang blo bzang chos ldanとある。 
(3)  
(4)  
(5) 橋本本にはdpon slob（師と弟子）とある。 
(6) 橋本本には’phrin las lhun grub paとある。 
(7)  
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 残すところなく明瞭に理解した。その後、経・真言の主要な

 学堂において、よく学ぼうとして籠り、ウーの地に赴くこととなった。

 第５世大一切智者の傍で、沙弥の戒を受けた時に、

 名をガクワン・ロプサン・チョイデンと名付けた。その後、聖なる

 王子ロプサンダンジンにお会いし、適切な宝語を聴いた。

 その後、タシルンポにお出でになって、パンチェン・ロプサン・チョイ

ジ・ジャルサンに

 御前でお会いし、額突き、財物の供養を大いに奉げた。そして

 内外の佛像によく礼拝した。その後、ウーにお出でになり

 具足吉祥デプンの大寺院において、冬の教学の時期に、最高

 賢者の集合する所、具足吉祥ゴマン教学部に

 入った。師と弟子として、ティンレー・ルンルブの傍で３年に亘り、般若を

 完全円満するまで聴聞することによって、般若波羅密の極意を説く時に、
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(1)  
(2)  
(3)  
(4) （具足戒）
(5) （戒）
(6) （戒律）
(7)  
(8) 橋本本には（灌頂）とある。 
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(1)  
(2)  
(3)  
(4) （具足戒）
(5) （戒）
(6) （戒律）
(7)  
(8) 橋本本には（灌頂）とある。 
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 比べることのできない大賢者となった。歳（年）の時に、

 第５世大勝主のお傍において、具足戒を受けて、戒律を 

 眼の瞳のように守った。歳の乙巳の年（年）に、

 文殊主アグワン・ロドイ・ジャムソは、具足吉祥ダシ・ゴマンの

 説法を聴くために赴き、その傍において、中観、倶舎などを 

 ８年間聴いて、完全にした。丙申の年（年）具足吉祥

 デプン寺において、リンセ・ガブチュの称号を得た。歳の

 時に、ツァントェのタシルンポに赴き、一切智者パンチェン・エルデニの 

 転生者とお会いし、礼拝した。シャルツェの教師

 ロブサン・バドマーと聖者ゲンデン・ドンロブなど多くの善友より、

 灌頂、指南、奥義を多く聴聞した。かくの如く、歳から



































                                                      
(1) 橋本本にはgtang stod（橋本訳：上部蔵、283頁）とある。 
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 比べることのできない大賢者となった。歳（年）の時に、

 第５世大勝主のお傍において、具足戒を受けて、戒律を 
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(1) 橋本本にはgtang stod（橋本訳：上部蔵、283頁）とある。 
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(1)  
(2)  
(3)  
(4)  
(5)  
(6) はチベット語 zhaの転写。 
(7) 橋本本にはgnas rnying zhabs drungとある。 
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(1)  
(2)  
(3)  
(4)  
(5)  
(6) はチベット語 zhaの転写。 
(7) 橋本本にはgnas rnying zhabs drungとある。 
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 歳まで、ウー・ツァンに住んでいる時に、性相学を

 極めた善友たちより、深く、広く、正法を多く

 聴聞し、善説の宝によって心の浄い壺を完全に

 満たした。その後、癸亥の年（年）に、下部アムドに赴くこととなっ

た。その後、

 大座者ロドイ・ジャムソーを北京に招かれて、フフノールまで到った

 時に、この聖者がお会いし礼拝しようと赴いたところ、「私と一緒に行か

ねばならない」

 とご命令されたことに従って、従者となって（北京に）赴いた。丁卯の年

（年）、

 宝座者（ロドイ・ジャムソー）は、皇帝（康煕）に２回会い、会う度にこ

の聖者も（ともに）赴いた。

 初めに会った時は、大皇帝は勅問とハダック、また

 大絹布などの多くの賜物を授けた。後に会った時は、

 栴檀尊者（釈迦牟尼像）の前において、皇帝の命により、ネーニン・シャ

ブドゥンと
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(1)  
(2)  
(3)  
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(1)  
(2)  
(3)  



モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（24） （33） 

 

33 
 

 この聖者が２人で立ち上がり、論争をした際に、皇帝は心より喜んで、

 ハダックを賜った。皇帝（康煕）の命によりこの聖者（ジャンジャ・ホト

クト）経師の２人を、

 北京に住むべきと勅命を下したが、宝座者は上手に

 同意をして見たりなどして、（皇帝が）おっしゃった通りとなった。その

後、戊辰の年（年）に

 アムドに赴かれ、ゴンルン・チャンバ・リン寺の法座につかれ

 深くて広いお経のお言葉を説かれた。庚午の年（年）聖者自ら

 寂静処ジャンジュブリン寺の山洞に赴かれ、経典や真言の道次第 

 全てを完全に自分のものにした。その後、この聖者は祈りの力で

 漢地の所化たちを化導しかけた際に、

 聖康煕帝のお言葉、「私には功徳ある１人の大

 ラマが必要である。君は大いなる功徳ある良きラマであるので招請使を遣

わした。

 直ちに、どうしても来なければならない」と重い命令である勅旨を下した

ので、ソンバ・

























                                                      
(1) 佑寧寺 
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 全てを完全に自分のものにした。その後、この聖者は祈りの力で

 漢地の所化たちを化導しかけた際に、

 聖康煕帝のお言葉、「私には功徳ある１人の大

 ラマが必要である。君は大いなる功徳ある良きラマであるので招請使を遣

わした。

 直ちに、どうしても来なければならない」と重い命令である勅旨を下した

ので、ソンバ・

























                                                      
(1) 佑寧寺 
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(1) （最下位の僧階）。Tib. rab byams pa 
(2)  
(3)  
(4)  
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(1) （最下位の僧階）。Tib. rab byams pa 
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 シャブトゥンを始め、多くのゲブシェ・ラビャンバたちの弟子たちととも

に、

 赴かれた後、さらに赴かれて（康煕）皇帝と会見したとき、大皇帝は

 聖者、弟子たち、すべて揃った法服など、無数の

 福徳を与えた。（ジャンジャ・ホトクトは）歳の丁丑の年（年）、大

皇帝（康煕帝）の

 命により、ウーに赴くことになって、第６世勝主宝ダライ・ラマを

 その座位につかせた。パンチェン・エルデニを始めとするラマたちにも絹

などの供物を献上し、 

 経典をも聴いていたが、懇願されたので、お戻りになった。下された皇帝

の命により、毎年

 冬に北京に住み、毎夏は、ドロンノールの寺院に住み、

 塞外の旗の大諸侯・臣民と一緒にハルハの以上の

 ジャサグなど大モンゴル国の諸侯と全ての部族の盟主等は、

 この聖者の不可思議なる理論の教学により、心を

 ひかれ、蓮華池において、蜂たちが喜んで集まるように、それぞれの
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(1) （最勝楽）
(2) Skt. 
(3) 
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(1) （最勝楽）
(2) Skt. 
(3) 
(4) 
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 方向からも深く特別に求める者、無邊の人々、次々に

 集った人々などに、優婆塞から比丘に至るまでの戒と菩提道の

 次第と、秘密集会、最勝楽、大威徳等の３つの灌頂、允許、聖言、指南

 など、正法の大いなる雨を降らせ、心の耕地に菩提の

 菜を広めさせたのである。完全に白き諸業も十方に

 広がり、人々全ての心を癒す正薬となったのである。歳の 

 丙戌の年（年）に、大皇帝（康煕帝）はこの尊者に、灌頂普善広慈大

国師

 という、モンゴル語に訳せば慈悲によって全ての頭頂に灌頂を

 与える者一切智者大ラマという聖旨、金冊と

 両８銭８分の金によって作られた金印と称号などを

 賜与した。歳の庚寅の年（年）に、ゴンルンに赴かれた時に、

































                                                      
(1) 青海省互助土族 
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(1) 左にと書き込みがある。 
(2) 橋本本には’dam ma zhabs drung rin po cheとある。 
(3) Skt.  
(4) （一切智者）、Tib. bka chen（一切智者）、橋本本にはkun chen（大智者）がみられる。 
(5)  
(6) 橋本本には （輝かしい）とある。 
(7)  
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 一切智者ジャムヤン・シャドバ・ドルジが会いに

 来られ、この尊者は聖ジャムヤン・シャドバに、「以前あなたは

 ダラニの説法を聞いて経学部１つを建てねばならないとおっしゃったが、

時期が

 到来したので、あなたは建立せねばなりません」とおっしゃったところ、

その聖者（ジャムヤン・シャドバ）

 もラマの仰せに従って（寺院を）完成し、寺院の大座宝者と

 ダンマ・ホビルガン・エルデニ等に４つの注疏の説法聖言を授け

 ダンマ・ホビルガンを秘密学部の師となし、一切智者ロドイ・ジャムソを

 オムザッド・ラマとなして任命し、秘密集会タントラ学部を輝かしい

 下秘密学部のように建立した。その地方に教法・衆生の利益を

 大いになし、さらに北京にお出でになり、別利益を

 なした。歳のはじめに、皇帝の聖旨によって、ドローン・ノールの寺院

において 
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(1) 橋本本にはdka’ rams paとある。 
(2)  
(3) （宗教儀式の一つ） 
(4)  
(5)  
(6)  
(7)  
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 この尊者と皇帝の両者は１つの座に坐り、弟子達から２人のガーランバを

 立たせて法問答をさせたことにより、皇帝は喜んで、赴かれるころには、

皇帝（康煕帝）がおっしゃるには、

 「この寺院はまさに外モンゴル全体の利益のために建てたので、あなたが

 儀式をよく行った力によって、モンゴル全体に完全円満なる安寧

 が訪れた。今、先んじて、末永く住むためにハダックを与えよう。」

 とこの聖者にハダックと一緒に優れた聖言を下された。このようにして、

 歳の甲午の年（年）まで、ウー、アムド、漢地、また特に

 大モンゴルの無限の所化の利益をなした。一般に、勝

 教、並びに特別な文殊主ラマの汚れなき教義を太陽のように

 広大に輝かせた。その年の５月日より、身体が弱った

 様子をみせ、（５月）日に御言葉をなして、多くの弟子たちに御手の灌

頂を





























                                                      
(1) 五学を学ぶ者  
(2) ツォンカパ  
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(1) 橋本本、ウルジー訳にはない。青海本にはある（p.222, l.10）。（巳の刻に）
(2) 橋本本には mkha’ spyod（空行）とある。 
(3) 
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 行い、弟子たち一人ひとりをじっと見つめ、巳の刻に三空

 の次第によって沈み、一切空義の明るい光となして、

 空行の地において、涅槃に赴く様相を示した。


















































                                                      
(1) 橋本訳注（２８８頁）、三空とは、空、空相、無題。  
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(1) 橋本訳注（２８８頁）、三空とは、空、空相、無題。  




